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和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”に漂
着した頭足類（軟体動物） 
Cephalopoda (Mollusca) stranded on the “Kitahama” beach in 
front of the Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto 
University, Shirahama, Wakayama, Japan 






験所“北浜”などへ、2002 年までの 10 年間に漂




報告したが（久保田, 2004, 2006a, b, 2012; 久保田
ほか, 2010; 久保田ほか, 2013）、更なる未記録種の
漂着もあったので、今回これらも含めた 2014 年ま
での 22 年間の漂着記録をまとめて報告する。 
結果と考察 
以下のリストにまとめたとおり、頭足綱に属する
2 亜綱 3 目 3 科 5 属 13 種が、“北浜”へ 2014 年ま
での 22 年間に漂着した。種数は前報（久保田・小
山, 2002; 本リストで＊をつけた種）の 2 倍となっ



















 オウムガイ Nautilus pompilius Linnaeus, 
1758（図 1） 
二鯉亜綱 Coleoidea  
コウイカ目 Sepioida 
コウイカ科 Sepiidae  
コブシメ Sepia (Sepia) latimanus Quoy 
and Gaimard, 1832（図 2, 左） 
#カミナリイカ S. (Acanthosepion) lycidas 
Gray, 1849（図 3） 
トラフコウイカ S. (A.) pharaonis Ehrenberg, 
1831（図 2, 右上） 
*#コウイカ S. (Platysepia) esculenta Hoyle, 
1885（図 2, 右下） 
* シシイカ  S. (Doratosepion) peterseni 
Appellöf, 1886（図 4, 5, 左端） 
*ヒメコウイカ S. (D.) kobiensis Hoyle, 
1885（図 4, 5, 右端） 
*ウスべニコウイカ S. (D.) lorigera Wülker, 
1910（図 4, 5, 右から 2 番目） 
テナガコウイカ S. (D.) longipes Sasaki, 
1913（図 4, 5, 左から 2 番目） 




アオリイカ Sepioteuthis lessoniana Lesson, 
1830（図 7） 
八腕形目 Octopoda 
カイダコ科 Aragonautidae  
アオイガイ Aragonauta argo Linnaeus, 1758
（図 8） 
*タコブネ A. hians (Lightfoot, 1786)（図 9） 

















 図 1. オウムガイ 
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図 4-5. 左から右へ：シシイカ、テナガコウイカ、ウ
スベニコウイカ、ヒメコウイカの甲（4: 背面; 5: 腹面） 
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図 7. アオリイカの卵嚢塊 
図 8. アオイガイ 
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図 10. チヂミミタコブネの貝殻 
